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地域医療に
生きる

一人でタクシーに乗り、診療
所にやって来たおばあさん。
診察室から出てきた佐藤先
生が話し掛けると、なにやら
楽しそうに報告をしていた。
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医
療
の
崩
壊
が
社
会
問
題
化
し
て
い
る
。

特
に
離
島
や
過
疎
地
で
は
、
医
師
不
足
が
ま
す
ま
す
深
刻
化
す
る
一

方
だ
。
医
療
は
極
め
て
専
門
性
が
高
い
こ
と
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
自
治

体
や
住
民
の
側
か
ら
医
療
の
あ
り
方
や
将
来
方
向
に
つ
い
て
踏
み
込
ん
だ

議
論
を
す
る
こ
と
は
稀
だ
っ
た
。
し
か
し
、
今
日
の

医
療
を
取
り
巻
く
厳
し
い
現
実
は
、
地
域
社
会
全

体
を
考
え
る
文
脈
の
中
で
、
自
分
た
ち
の
地
域
の

医
療
を
ど
の
よ
う
に
築
い
て
い
く
か
、
医
師
が
来
て

く
れ
る
地
域
に
ど
の
よ
う
に
変
わ
れ
る
か
、
住
民

自
身
に
自
己
変
革
を
迫
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
行
政
、
医
療
、
保
健
、

福
祉
が
一
体
と
な
っ
た
あ
る
町
の『
地
域
包
括
医
療
』

が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

岡
山
県
新
見
市
哲
西
町
。
そ
の
中
央
部
、
約
２

万
５
０
０
０
ｍ
の
敷
地
に
は「
き
ら
め
き
広
場
・
哲

西
」
と
呼
ば
れ
る
医
療
・
保
健
・
福
祉
・
行
政
教
育
・

文
化
な
ど
の
立
派
な
複
合
施
設
が
あ
る
。
住
民
の

利
便
性
を
考
え
て
正
面
に
診
療
所
を
位
置
さ
せ
る

と
と
も
に
、
図
書
館
、
庁
舎
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
文
化
ホ
ー
ル
な
ど
が
ひ
と
つ
屋
根
の
下
に
中
庭
を

囲
む
よ
う
に
配
置
さ
れ
、
住
民
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
回
廊
を
通
っ
て
自
由

に
行
き
来
で
き
る
。

哲
西
町
の
人
口
は
約
３
２
０
０
人
、
老
齢
化
率
37
％
。
住
民
の
３
人

に
１
人
、
約
１
０
０
０
人
が
65
歳
以
上
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
１
９
０
人

は
ひ
と
り
暮
ら
し
と
い
う
。
典
型
的
な
過
疎
の
町
で
あ
る
。
こ
の
町
も

か
つ
て
１
年
２
ヵ
月
の
間
、
無
医
町
だ
っ
た
。
だ
が
、
今
や
地
域
医
療
に

燃
え
る
若
い
常
駐
の
医
師
が
２
名
、
歯
科
医
ま
で
い
る
。

で
は
、
こ
の
町
が
い
か
に
し
て
医
師
を
迎
え
、
自
ら
も
変
革
を
遂
げ

た
の
か
。

時
は
遡
っ
て
、
１
９
９
７
年
。
旧
哲
西
町
は
10
年
間
の
町
の
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
作
成
に
取
り
組
ん
で
い
た
。
住
民
の
要
望
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、

今
後
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
何
が
必
要
と
思
う
か
全
町
民
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
た
。
将
来
こ
の
町
を
支
え
る
大
人
と
な
る
高
校
生
や
中
学
生
の

要
望
ま
で
取
り
込
ん
だ
。
そ
の
結
果
、
実
に
３
分
の
２
の
町
民
が
第
一
番

目
に
診
療
所
の
設
立
を
望
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
急
病
に
な
っ
て
も

す
ぐ
近
く
に
医
師
が
い
な
い
こ
と
に
対
す
る
住
民
の
切
実
な
願
い
で
あ
っ
た
。

当
時
の
深
井
正
町
長
は
、
直
ち
に
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト

を「
住
民
が
最
も
望
む
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
中
心
に
据
え

る
」こ
と
に
決
定
。
診
療
所
の
ほ
か
に
要
望
の
多
か
っ
た
幾
つ
か
の
施
設
を

合
わ
せ
て
一
ヵ
所
に
複
合
施
設
と
し
て
集
約
す

る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
時
点
で
は
診
療
所
の
医

師
は
未
定
の
ま
ま
イ
ン
フ
ラ
建
設
着
手
を
決
断

し
た
と
い
う
。

医
療
施
設
の
デ
ザ
イ
ン
に
当
た
っ
て
医
師
の

知
見
は
不
可
欠
だ
。
深
井
町
長
は
、
当
時
島

根
県
隠
岐
島
で
地
域
医
療
に
取
り
組
み
、
保

健
・
医
療
・
福
祉
と
行
政
の
一
体
化
実
現
の
中
心

的
存
在
だ
っ
た
佐
藤
勝
医
師
の
存
在
を
知
る
。

「
深
井
町
長
か
ら
診
療
所
建
設
の
ア
ド
バ
イ

ス
が
欲
し
い
と
何
度
も
依
頼
が
あ
っ
て
、
手
伝

う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
わ
れ
わ
れ
は
医
療

の
こ
と
は
素
人
な
の
で
、
た
だ
ア
ド
バ
イ
ス
を

し
て
く
れ
れ
ば
い
い
の
だ
か
ら
と
。
で
も
、
気

が
つ
い
た
ら
哲
西
町
診
療
所
の
医
師
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
今
で
も
飲
ん

だ
席
で
は
町
長
に
騙
さ
れ
た
と
冗
談
を
言
う
ん
で
す
」

深
井
町
長
は
初
め
か
ら
「
哲
西
町
に
来
て
く
だ
さ
い
」
と
は
口
に
し

無
医
町
か
ら
の
脱
却

新見市哲西町は岡山県の西北端、広島県と接する豊かな自然に囲まれた山の中の町である。その
町の真ん中に位置するのが「きらめき広場・哲西」の建物。診療所、庁舎、図書館、文化ホール、保
健福祉センターなどが一ヵ所に集結している。
診療所には朝早くから次 と々患者が訪れる。
やはりお年寄りが多い。
待合所には20脚ほどの椅子席と6畳の座敷
がある。

ヘリカルCT、電子内視鏡、超
音波診断装置など大きな病院
並みの医療機器を装備。
ヘリカルCTの結果を真剣に覗
き込む人、電子内視鏡の結果
を聞く人、それぞれに俎上の
鯉。結果が“白”だったことを
聞いて、どちらもほっと笑みが
こぼれた。隣の部屋には歯科
診療所も併設されている。

２



夕方6時から始まったスタッフの連絡会議。情報を全員で共有することが主な目的。その日は看護
師から、ある独居老人の患者が午前の予約をしておきながら診療所に来なかった理由について報
告があった。ケア・マネージャーに電話して
老人の様子を確認しに行ってもらい、老人
の無事が分かったという。こうしたきめ細や
かな心遣いと医療・福祉・保健のスタッフ同
士の連携が「地域包括医療」を支え、住み
やすいふるさとに繋がっている。

十
数
人
の
早
期
が
ん
を
発
見
し
、
月
30
〜
40
例

の
紹
介
状
を
書
く
な
ど
成
果
を
上
げ
る
と
と
も

に
診
療
所
と
専
門
医
の
い
る
病
院
と
の
相
互
信
頼

関
係
が
強
ま
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
待
望
の
医
師

二
人
制
も
実
現
し
た
。

佐
藤
医
師
は
保
健
、
医
療
、
福
祉
の
連
携
が

重
要
で
あ
る
こ
と
を
具
体
的
事
例
で
強
調
す
る
。

「
お
年
寄
り
が
床
ず
れ
で
皮
膚
が
赤
く
な
っ
た

ら
、
そ
の
日
の
う
ち
に
エ
ア
ー
マ
ッ
ト
を
手
配
す

る
な
ど
の
対
応
を
取
ら
な
け
れ
ば
、
ひ
と
晩
で
皮

膚
に
穴
が
あ
き
、
二
晩
で
骨
が
見
え
る
ま
で
に

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
放
置
す
れ
ば

治
療
に
１
ヵ
月
以
上
掛
か
る
の
で
す
。
医
師
の
往

診
は
月
に
１
〜
２
度
だ
け
し
か
で
き
ま
せ
ん
が
、

毎
日
訪
問
し
て
お
年
寄
り
の
体
を
拭
き
、
下
着

や
お
む
つ
を
交
換
す
る
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
は
患
者
の

変
化
に
最
も
気
づ
き
や
す
い
立
場
で
す
。
し
か
し
、

気
づ
い
て
も
医
師
や
ケ
ア
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
エ
ア

マ
ッ
ト
の
賃
出
業
者
に
連
絡
し
な
け
れ
ば
結
局
何

も
見
な
か
っ
た
の
と
同
じ
で
す
。
連
絡
が
あ
れ
ば

医
師
は
診
察
履
歴
を
照
合
し
、
す
ぐ
に
往
診
し
て
適
切
な
対
応
を
取
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
だ
か
ら
、
私
は
す
べ
て
の
ス
タ
ッ
フ
の
連
携
が
い
か
に

大
事
か
、
い
つ
も
耳
に
タ
コ
が
で
き
る
く
ら
い
繰
り
返
し
て
い
る
ん
で
す
」

保
健
事
業
と
連
携
し
た
取
り
組
み
も
あ
る
。
成
人
の
生
活
習
慣
病
は

人
の
成
長
期
で
あ
る
子
ど
も
時
代
の
生
活
習
慣
に
そ
の
遠
因
が
あ
る
。
哲

西
町
で
は
子
ど
も
の
生
活
習
慣
を
見
直
す
た
め
に
、
医
師
・
保
健
師
・
行
政

栄
養
士
と
養
護
教
諭
や
学
校
栄
養
士
な
ど
み
ん
な
が
連
携
し
て
、
子
ど

も
と
保
護
者
の
た
め
の
講
演
会
、
健
康
教
室
、
料
理
教
室
を
開
催
し
、
食

事
調
査
や
血
液
検
査
を
実
施
す
る
な
ど
幅
広
い
活
動
を
展
開
し
て
き
た
。
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な
か
っ
た
。
し
か
し
、
診
療
施
設
の
デ
ザ
イ
ン
段
階
か
ら
直
接
関
わ
り
、

自
分
の
考
え
が
最
大
限
尊
重
さ
れ
れ
ば
完
成
し
た
診
療
所
で
自
分
の
理

想
の
医
療
を
実
現
し
て
み
た
い
と
思
う
の
は
人
情
と
い
う
も
の
。
医
師
と

し
て
も
当
然
で
あ
る
。

「
僻
地
で
も
、
条
件
さ
え
整
え
ば
地
域
包
括
医
療
は
ど
こ
で
も
実
現

で
き
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
証
明
し
よ
う
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
」

柿
の
実
が
熟
す
の
を
待
っ
て
い
た
か
の
よ
う
な
深
井
町
長
の
一
言
で
佐

藤
医
師
の
心
は
決
ま
っ
た
。
島
根
か
ら
岡
山
へ
、
地
域
医
療
担
当
医
師

の
他
県
へ
の
異
動
は
、
無
論
す
ん
な
り
行
く
は
ず
も
な
か
っ
た
が
、
深
井

町
長
の
巧
み
で
緻
密
な
招
聘
活
動
と
県
な
ど
へ
の
交
渉
、
そ
し
て
佐
藤

医
師
の
地
域
医
療
に
対
す
る
熱
い
思
い
が
困
難
を
克
復
し
た
。

当
初
は
、
こ
ん
な
小
さ
な
町
に
高
価
な
医
療
機
器
な
ど
不
要
と
反
対

す
る
人
も
い
た
が
、
深
井
町
長
の「
道
路
や
橋
も
重
要
だ
が
健
康
問
題

は
一
番
重
要
。
道
路
や
橋
の
建
設
費
に
比
べ
た
ら
医
療
機
器
な
ど
安
い

も
の
」と
の
ひ
と
声
で
、
当
時
と
し
て
は
最
新
の
ヘ
リ
カ
ル
Ｃ
Ｔ
、
電
子
内

視
鏡
、
超
音
波
診
断
装
置
な
ど
都
会
の
大
病
院
並
み
の
医
療
設
備
が
装

備
さ
れ
た
。

４
人
の
子
ど
も
の
父
親
で
あ
る
佐
藤
医
師
は
、
診
察
を
す
る
だ
け
で

な
く
、
自
ら
も
中
心
と
な
り
「
健
康
福
祉
ま
つ
り
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
催
し
を
企
画
。
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ン
し
た
人
形
や
野
菜
を
言
い
当
て
る
ク
イ

ズ
を
す
る
な
ど
、
い
ろ
ん
な
機
会
を
捉
え
、
工
夫
を
凝
ら
し
て
子
ど
も

た
ち
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
医
療
や
検
査
に
関
心
を
持
た
せ
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
実
施
し
た
。
こ
う
し
た
努
力
に
よ
り
、
住
民
の
検
査
受
診
率
も
高

ま
っ
て
い
っ
た
。
住
民
の
掛
か
り
付
け
医
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
科
の
一
次
医

療
機
関
と
し
て
、
紹
介
先
の
病
院
へ
検
査
結
果
を
提
供
す
る
こ
と
で
専

門
医
が
す
ぐ
に
治
療
を
開
始
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
に
三

地
域
包
括
医
療
へ
、
若
き
医
師
の
挑
戦

スタッフはお年寄りに優しい。誰もが皆、腰をかがめ、あるいはしゃがん
でお年寄りと同じ目線になって話していた。薬の飲み方の説明や次回の
診察日時を相談するのはもちろん、帰りのバスの時間なども調べて伝え
ている。バスは町内運行の全便がここを経由するよう組まれている。
座敷では自宅の茶の間さながらに、電気コタツに寝そべってテレビを見
ながら診察の順番を待つ人も見える。

哲西町診療所の医師は佐藤勝診療所長と総合医
の中圭介医師（ともに自治医科大学出身）の二人
体制、そして看護師、事務スタッフで構成される。
休日・夜間も当直の行政・福祉施設スタッフからの
緊急連絡があれば往診し、24時間365日の診療を
支えている。

そっと手を取り、優しく話し
かけながら診察をする中
医師。老人の顔がいつの
間にか子どもになった。



２
０
０
５
年
、
哲
西
町
は
住
民
投
票
を
経
て
隣
接
す
る
新
見
市
と
合

併
、
役
場
庁
舎
や
保
健
事
業
の
ス
タ
ッ
フ
も
多
く
が
新
見
市
本
庁
に
異

動
し
た
。
自
治
体
の
合
併
は
小
さ
な
町
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
す
る

場
合
が
多
い
。
合
併
に
よ
り
哲
西
町
が
取
り
組
ん
で
き
た「
医
療
サ
ー

ビ
ス
を
中
心
に
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
」は
、
予
算
上
も
体
制
上
も
厳
し
い

制
約
を
受
け
ざ
る
を
得
な
い
。

住
民
の
自
律
性
が
問
わ
れ
て
い
る
。
深
井
町
長
の
方
針
は
明
快
だ
っ
た
。

「
合
併
を
拒
否
す
る
の
で
な
く
、
合
併
と
は
そ
う
い
う
も
の
と
割
り

切
っ
て
、
行
政
の
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
た
分
、
わ
れ
わ

れ
住
民
が
苦
労
し
よ
う
」

行
政
で
対
応
で
き
な
く
な
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
住
民
の
ボ

ラ
ン
ティ
ア
活
動
で
補
完
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
合

併
で
深
井
町
長
も
町
長
職
を
退
き
、
哲
西
町
の
図
書
館

長
と
な
っ
た
。

あ
る
ボ
ラ
ン
ティ
ア
団
体
の
会
合
で
他
地
域
の
メ
ン
バ
ー

が
市
か
ら
支
援
費
が
出
な
い
こ
と
を
報
告
す
る
と
、
同

席
し
た
哲
西
町
の
メ
ン
バ
ー
が
す
か
さ
ず
反
論
し
た
。

「
あ
ん
た
何
を
言
い
よ
る
。
哲
西
町
で
は
年
会
費
千
円

を
自
分
で
払
っ
て
ボ
ラ
ン
ティ
ア
し
よ
る
ん
よ
」

行
政
か
ら
支
援
費
が
出
る
こ
と
を
、
当
り
前
の
よ
う

に
思
っ
て
い
た
他
地
域
の
人
た
ち
が
驚
い
た
の
は
言
う
ま

で
も
な
い
。

現
在
、
哲
西
町
で
は
二
百
数
十
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

登
録
し
て
い
る
。
そ
れ
を
支
援
す
る
た
め
の
組
織
と
し

て
、
２
０
０
５
年
に
深
井
前
町
長
や
佐
藤
医
師
が
中
心

と
な
っ
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
”き
ら
め
き
広
場
“を
設
立
し
た
。

ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
の
受
賞
者
で
あ
る
デ
ニ
ス
・
ガ
ボ
ー
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ル
は
そ
の
著
書『
成
熟
社
会
（T

he
M
ature

Society

）』

の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
成
熟
社
会
に
お
い

て
最
も
価
値
あ
る
人
々
と
は
、
最
も
生
産
的
な
人
々
で

は
な
く
、
最
も
創
造
的
な
人
々
で
も
な
く
、
自
分
自
身

幸
福
で
あ
り
、
善
意
と
幸
福
と
を
自
分
の
周
り
に
拡
げ

る
こ
と
が
で
き
る
人
々
で
は
な
か
ろ
う
か
」

「
哲
西
町
に
は
約
１
０
０
０
人
の
老
人
が
い
ま
す
。
そ

の
一
人
で
も
多
く
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
す
る
こ

と
で
生
き
が
い
を
持
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
老

人
会
の
人
た
ち
に
は
、
み
な
さ
ん
が
病
気
せ
ず
元
気
で

長
生
き
す
る
こ
と
が
町
に
と
っ
て
一
番
の
貢
献
な
ん
で
す

よ
、
と
言
っ
て
い
ま
す
」
深
井
前
町
長
、
佐
藤
医
師
と
も

同
じ
言
葉
を
口
に
し
た
。

哲
西
町
に
他
の
地
域
と
比
べ
て
特
別
な
こ
と
は
な
い
。

哲
西
町
が
証
明
し
た
こ
と
は
、
僻
地
で
あ
っ
て
も
条
件
さ
え
整
え
ば
地

域
医
療
を
志
す
医
師
の
下
で『
地
域
包
括
ケ
ア
』は
実
現
で
き
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

合
併
で
高
ま
る
住
民
の
ボ
ラ
ン
ティ
ア
意
識

（上）看護師が運転する車で往診。おばあちゃ
んが家の前でニコニコしながら待っていた。
（下）この手すりやスロープは、転んで怪我を
した在宅患者のために介護保険で最近設置し
てもらったもの。往診の際に佐藤医師がその
場で福祉スタッフに電話連絡し、後日さっそく取
り付けてもらった。「申請すれば取り付けてもら
えるよといわれても、病人を抱えた家族が自分
で書類を取り寄せ申請するのは実は大変。地
域包括ケアに取り組むスタッフ同士の連携が密
であれば、電話一本で次の必要な措置が取れ
るんです」と佐藤医師は言う。

往診が終わって、次の往診先に向かうまでのつかの間。軽
い世間話をする。

すべてはこの人、深井正・前
町長の「住民が一番望むも
のを行政サービスの中心に
置くのだ」という固い信念の
もとに始まった。保健、医療、
福祉のほか行政、教育、文
化など、各種機関を一ヵ所
に集約した全国でも全く新
しいタイプの複合施設「きら
めき広場・哲西」の産みの親
だ。穏やかな語り口の中に、
人を説得しその気にさせる
リーダーシップを感じる。

地域包括ケア推進会議には
診療所医師、看護師、保健
師、市民団体、学校、行政
機関の代表者などが結集。
次 と々前向きな意見が出る。
あくまでもプラス思考だ。

オープン・スペースにある図書館。冬季は床暖房が入る。

往診を終え診療所に戻る頃は、すでに暗くなっていた。

特別養護老人ホームへ往診。診察が
ひと通り終わると、今度はケア・マネー
ジャーと綿密な情報交換が待っている。



8地域医療に生きる
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広島県 

鳥取県 

兵庫県 

岡山県 

小豆島 

香川県 

淡路島 

松江 米子 
鳥取 

姫路 

新見 

福山 
広島 倉敷 

岡山 

高松 

新見市 

哲西町診療所 

中国自動車道 

東海道
山陽新

幹線 

伯備線 

（上）新見公立短期大学看
護学科での講義。
地域包括医療は、保健、医
療、福祉介護、行政が立場
を超えて連携し、信頼関係
を築くことが最も大切である
ことをあらゆる機会を捉えて
熱く語る。
（下）佐藤医師は1男3女の
よきパパ。1年365日24時間
の診療体制を支えるパワー
の源は、この明るくほっと寛
げる家庭があるからだろう。


